
 
脳萎縮を伴う SMAⅠ型児の意図的表出に関する事例的研究 

 

今村 澄野 

 

Ⅰ 問題 

 SMA（脊髄性筋萎縮症）Ⅰ型は神経・筋疾患で,

新生児期から全身性の運動麻痺を呈する予後不良

な疾患である（石川・石川 2007）。このような病

状の特徴から,早期からのコミュニケーションシ

ステムの開発と指導の重要性が指摘されており

（村上・水谷,2005;石川・岡崎・前川 1999）,運

動障害を主とする重度・重複障害児のコミュニケ

ーションに関する研究を参考にした取り組みが有

効であると思われる。しかし SMAⅠ型は症例が少

なく,加えて脳萎縮により,知的障害を伴うことが

推測されるケースに関する研究はほとんど見あた

らないのが現状である。 
本研究では,子どもの発信を促す上で有効とさ

れる選択状況を設定し,そこで見られた子どもの

表出に対し,土谷・菅井（2000）の「共同語彙形成

のためのネゴシエーション」の視点を参考に表出

確認と意味づけを行うことにより,子どもの意図

的表出行動を形成することとする。その際,子ども

の分化した表出行動が状況に対応し,安定して自

発された時,子どもの意図的表出行動が形成され

たと見なすこととした。 

Ⅱ 目的 

 脳萎縮を伴う SMAⅠ型児の意図的表出行動を形

成する条件を明らかにすることを目的とした。 

Ⅲ 研究の枠組み 

１ 対象児 
小学校特別支援学級に在籍する脳萎縮を伴う

SMAⅠ型女児Ａ（研究開始時 7歳 7ヶ月）。未定頚,

座位保持不可。24 時間の人工呼吸管理と経管栄養

による栄養摂取を実施している。コミュニケーシ

ョンに関しては,研究開始時点で明確な意思表出

手段は獲得できていない。 

２ 全体的な手続き 
本研究の目的に接近するため,研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの

３つの段階を踏み,研究を進めることとした。 

研究Ⅰでは特別な状況設定は行わなかった。 

研究Ⅱ・Ⅲでは, 好みあるいは要求といわれる

文脈での選択状況である志向的状況と,正否とい

う文脈での選択状況である一義的状況からなる選

択状況を設定した。選択肢は２つ用い,まず同時選

択を,続いてＹＥＳあるいはＮＯの表出を求める

選択である継次選択を促すこととした。またかか

わり手はそこで見られた子どもの表出に対し,表

出確認と意味づけを行うこととした。 
３ 資料収集の方法 
Ａ児の通う小学校における教育相談場面でのＡ

児の表出行動を観察し,ビデオ映像に記録した。 

研究Ⅰは 2007 年 3月から 10 月までの 6回の教

育相談場面,研究Ⅱは 2007 年 11 月から 2008 年 6

月までの 18 回,研究Ⅲは 2008 年 9 月から 12 月ま

での 9回の活動場面において,資料収集を行った。 

Ⅳ 研究Ⅰ 
１ 研究Ⅰの目的と方法 

 Ａ児の表出行動のうち,分化した表出行動を明

らかにすることを目的とした。 

 Ａ児の教育相談場面のビデオ記録に基づき,Ａ

児の表出行動を記述することでデータ化し,表出

行動が見られた身体部位で分類し,行動目録を作

成した。 

２ 研究Ⅰの結果と考察 

 Ａ児の表出行動は,主に表情の変化であり,視線

の動きは方向,それ以外の表出は,ON／OFF という

意味においていずれも分化した表出行動であるこ

とが明らかとなった。 

そのうち,２つの物が提示され,どちらかを選択

したと思われる場面,YES あるいは NO と答えるよ

うな場面で見られたＡ児の表出行動は,今後Ａ児

の意図的表出行動となる可能性とある行動と考え

られた。 



Ⅴ 研究Ⅱ 

１ 研究Ⅱの目的 

 研究Ⅱは,前半は選択場面におけるＡ児の表出

行動を観察することとした。後半は選択状況に対

応したＡ児の分化した表出行動を抽出することを

目的とした。 

２ 研究Ⅱの手続き 

１）活動の状況設定と方法  

志向的状況では,Ａ児が使用している教科書中

の２曲を用い,演奏したい曲を選択する場面と,後

半はこれに加え,音楽活動とクイズの活動の順序

を選択する選択場面を設定した。 

一義的状況では,家族の写真を選ぶ活動および

Ａ児の身の周りの物を問題とし,それが誰のもの

であるかを問う活動を設定した。 

２）活動中におけるかかわりの方針 

選択場面におけるＡ児の表出行動に対し,表出

確認をし,その場面の文脈に応じて意味づけしな

がら活動を進めることとした。 
３）資料分析の方法 

 ビデオ記録に基づき,選択状況におけるＡ児の

表出行動からトランスクリプトを作成し,さらに

Ａ児の分化した表出行動を行動カテゴリーとした

チェックシートに１秒を単位時間として記録し,

分析した。 

３ 研究Ⅱの結果と考察 

 選択はまず一義的状況において成立し,次第に

志向的状況においても成立するようになっていた。

すなわちＡ児の選択的表出はまず選ぶべき選択肢

が決まっている状況である一義的状況において見

られるようになり,次第にどちらを選んでもよい

状況である志向的状況においても見られるように

なったと考えられた。選択肢の素材と選択成立と

の関連については,実物あるいは写真カードを用 

いた試行でまず選択が成立し,次第に絵カードを

用いた試行でも選択が成立するようになった。 

Ａ児の分化した表出行動のうち,選択する表出

としては左右の視線の動き,YES の表出としては,

注視・発声・指の動き,NO の表出としては上を見

る・視線をそらす・目を閉じるという表出が,選択 

表１  Ａ児の選択状況に対応した表出行動 

 
状況に対応して見られていたことが明らかとなっ

た。（表１） 

Ⅵ 研究Ⅲ 

１ 研究Ⅲの目的 

 研究Ⅱで明らかとなった選択状況に対応・分化

したＡ児の表出行動が,安定して自発される条件

を明らかにすることを目的とした。 

２ 研究Ⅲの手続き 

１） 活動の状況設定と方法 

 選択の手続きは,まずは同時選択を,明確な表出

が見られない時には継次選択を促し,それでも明

確な表出が見られない時には再度同時選択を促す

こととした。 

志向的状況では,研究Ⅱにおける選択場面に,曲

の演奏順を選択する場面を加えた３つの選択場面

を,一義的状況では,顔および色のパズルの活動を

設定した。 

２）活動中におけるかかわりの方針 

 かかわり手は,研究Ⅱで明らかとなった選択状

況に対応したＡ児の分化した表出にのみ,表出確

認と意味づけを行うこととした。 

３） 資料分析の方法 

研究Ⅱの結果を踏まえ,新たに作成した行動カテ

ゴリーチェックシートを用い,研究Ⅱと同様の方

法でＡ児の表出行動を記録し,分析した。 

３ 研究Ⅲの結果と考察 

 Ａ児の表出頻度は,研究が進むに従い,高まる傾

向が見られた（図１）。 

 
図１ Ａ児の表出頻度の変化 

選択方法 選択状況に対応した表出行動

同時選択 左右の視線の動き

継次選択（ＹＥＳ） 注視・発声・指の動き

およびそれらが組み合わさった表出

継次選択（ＮＯ） 上を見る・視線をそらす・目を閉じる

およびそれらが組み合わさった表出
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